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 事業概要 

現在進められている極超音速統合制御(HIMICO)実験におけるエンジンのインテーク内部の流れや
インテークバズをはじめとする諸現象についての詳細な考察 

 
 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

大容量の計算リソースが使用でき,インテーク内部の複雑な流れ場の解析が可能となった. 
 

 今年度の成果 

現在 JAXA では機体/エンジンが相互に及ぼす影響を考慮した統合制御則を確立することを目的とし
た極超音速統合制御実験(以下 HIMICO 実験)が進められている. 図 1 に HIMICO 用インテークの概
要図を示す. 本エンジンには第 1 ランプ, 第 2 ランプ, 第 3 ランプが存在し, それぞれで衝撃波を発生
させ空気の圧縮を行っている. 第 2 ランプと第 3 ランプの間には抽気スリットがあり, 側壁に開けら
れた抽気孔を介して空気の抽気を行っている. これにより第 2 ランプでの剥離を抑制することができ
る. 本研究ではこの実験に用いられるエンジンを対象とし, 横滑り角を付与した条件における性能に
ついて実験結果と数値解析結果を比較した. 解析コードは JAXA で開発された高速非構造流体解析ソ
ルバ FaSTAR を用いた. 図 2 はインテーク入り口の断面におけるマッハ数分布である. これを見ると
左右で大きく流れ場が異なることがわかる. これは横滑り角の付与により図 2 の左側から右側に流れ
が生じ, 側壁と干渉し圧力ディストーションが発生したためである. 左側が膨張側, 右側が圧縮側で
ある. この圧力ディストーションによりプレナム室から主流へのスピレージ量に左右で大きな差が生
じている. 膨張側ではこの漏れ出しがインテーク入り口を覆い不始動状態となっている(図 3). 一方で
センターラインなどでは始動状態であった(図 4). このように同時に始動状態, 不始動状態が共存する
現象を部分不始動状態と呼称している. これらの解析結果は横滑り角の影響についての理解に大いに

インテークに関する研究 
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図 用インテーク概観図

図 インテーク入り口におけるマッハ数分布

図 膨張側におけるマッハ数分布
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図 センターラインにおけるマッハ数分布

成果の公表

査読付き論文

口頭発表

利用状況

⚫ 計算情報

プロセス並列手法
スレッド並列手法 非該当
プロセス並列数
１ケースあたりの経過時間 秒

－181－

JAXA スーパーコンピュータシステム利用成果報告 （2019 年 4 月～ 2020 年 3 月）

This document is provided by JAXA



スーパーコンピュータシステム利用成果報告 年 月～ 年 月

⚫ 利用量

総資源に占める利用割合※ ：

内訳
計算資源

計算システム名 コア時間 コア・ 資源の利用割合※
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アーカイバ資源
アーカイバシステム名 利用量 資源の利用割合※

※ 総資源に占める利用割合： つの資源 計算ファイルシステムアーカイバ の利用割合の加重平均
※ 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合
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